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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　壁に固定且つ閉合された固定枠を含み、
固定枠内には幾つかの単位板が設置され、
前記単位板は長板と短板に分けられ、短板の長さは長板の長さより短く構成され、
長板と短板はともに枠体と平板から構成され、隣接する枠体同士には隙間があり、平板は
枠体の頂部に固定され、隣接する平板は緊密に密着され、
枠体は矩形枠及び昇降ケーシング脚から構成され、昇降ケーシング脚は矩形枠の四角の底
部に固定され、
長板と短板を横方向に配列して長短板横列を形成し、長短板横列の両端は短板であり、幾
つかの長板が短板の間に設置され、長短板横列の幅は長板の幅と同じであり、
同一の行の長短板横列の短板の幅は長板の幅と同じであり、
幾つかの長板を横方向に配列して長板横列を形成し、長板横列の幅は長板の幅と同じであ
り、
長板横列と長短板横列は縦方向に交互に設置され、長短板横列の長板と長板横列の長板は
縦方向に交錯に設置され、
長短板横列の短板及び長板の枠体の、縦方向に隣接する長板の横方向の中間部分に対向す
る位置に、当該枠体の周縁から突き出るとともに、前記隣接する長板の横方向の中間部分
をサポートするパレットが設置され、同一の行の長短板横列に一枚だけの長板がある場合
には、この長板にはパレットが設置されず、
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長板横列の長板の枠体の、縦方向に隣接する長板の横方向の中間部分に対向する位置に、
当該枠体の周縁から突き出るとともに、前記隣接する長板の横方向の中間部分をサポート
するパレットが設置され、
前記パレットは矩形枠の底部に固定され、相隣する二枚の単位板は、何れか一方の単位板
のみが他方の単位板のパレットによりサポートされるよう構成され、
前記昇降ケーシング脚として昇降ボルトが用いられ、前記固定枠に移動枠が設置され、移
動枠は固定枠と単位板との間に設置されること、
を特徴とする組み木床板。
【請求項２】
前記平板に放熱孔が設置される、ことを特徴とする請求項１に記載の組み木床板。
【請求項３】
　前記長板の矩形枠中部に幾つかの接続棒が設置される、ことを特徴とする請求項１に記
載の組み木床板。
【請求項４】
　前記枠体の矩形枠の四角に貫通孔を有する三角片が溶接により固定され、前記平板は前
記三角片の貫通孔により前記枠体に固定される、ことを特徴とする請求項１に記載の組み
木床板。
【請求項５】
前記固定枠及び平板は、環境配慮素材からなる板を用いる、ことを特徴とする請求項１に
記載の組み木床板。
【請求項６】
前記固定枠及び平板は、フィンガージョイントを用いる、ことを特徴とする請求項１に記
載の組み木床板。
【請求項７】
前記移動枠はL型又は矩形である、ことを特徴とする請求項１に記載の組み木床板。
【請求項８】
前記移動枠に放熱孔が設置される、ことを特徴とする請求項１に記載の組み木床板。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、ハイス鋼の溶接及び木製家具に関する。特に、組み木床板に関するものであり
、熱学及び力学の原理に基いて製造した環境保護によく、メンテナンスし易い床板に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
現状の木製床板は床暖房の上に敷設すると変形し易く、熱伝導の効果が悪く、現有の複合
床板はホルムアルデヒド等の有害物質を含んでおり、両者共メンテナンス及び解体し難い
とともに、直接地面或は床暖房の上に敷設した際に快適ではない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
本発明は、室内に敷設する組み木床板であって、メンテナンス及び解体し易く、環境保護
によく、美観に優れ、快適であり、熱伝導の効果に優れ、変形し難い特性を有するととも
に、他の類型の床板を敷設する際のセメントスクリードに必要な素材及び労働力を節約す
ることができる組み木床板を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
上記の目的を実現するために、本発明の組み木床板は、壁に固定された閉合された固定枠
を含み、
固定枠内には幾つかの単位板が設置され、前記単位板は長板と短板に分けられ、短板の長
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さは長板の長さより短く構成され、長板と短板はともに枠体と平板から構成され、隣接す
る枠体同士には隙間があり、平板は枠体の頂部に固定され、隣接する平板は緊密に密着さ
れ、枠体は矩形枠及び昇降ケーシング脚から構成され、昇降ケーシング脚は矩形枠の四角
の底部に固定され、長板と短板の横方向に配列して長短板横列を形成し、長短板横列の両
端は短板であり、幾つかの長板が短板の間に設置され、長短板横列の幅は長板の幅と同じ
であり、同一の行の長短板横列の短板の幅は長板の幅と同じであり、幾つかの長板が横方
向に配列して長板横列を形成し、長板横列の幅は長板の幅と同じであり、長板横列と長短
板横列は縦方向に交互に設置され、長短板横列の長板と長板横列の長板は縦方向に交錯に
設置され、長短板横列の短板及び長板の枠体の、縦方向に隣接する長板の横方向の中間部
分に対向する位置に、当該枠体の周縁から突き出るとともに、前記隣接する長板の横方向
の中間部分をサポートするパレットが設置され、同一の行の長短板横列に一枚だけの長板
がある場合には、この長板にはパレットが設置されず、長板横列の長板の枠体の、縦方向
に隣接する長板の横方向の中間部分に対向する位置に、当該枠体の周縁から突き出るとと
もに、前記隣接する長板の横方向の中間部分をサポートするパレットが設置され、前記パ
レットは矩形枠の底部に固定され、相隣する二枚の単位板は、何れか一方の単位板のみが
他方の単位板のパレットによりサポートされるよう構成される。
【０００５】
　更に、前記平板に放熱孔が設置される。
【０００６】
　更に、前記長板の矩形枠の中部に幾つかの接続棒が設置される。
【０００７】
　更に、前記枠体の矩形枠の四角に貫通孔を有する三角片が固定され、前記平板は三角片
の貫通孔により枠体に固定される。
【０００８】
　更に、前記固定枠及び平板は環境配慮素材からなる板を用いる。
【０００９】
　更に、前記固定枠及び平板はフィンガージョイントを用いる。
【００１０】
　更に、前記昇降ケーシング脚は昇降ボルトを用いる。
【００１１】
　更に、前記固定枠内に移動枠が設置され、移動枠は固定枠と板の間に設置される。
【００１２】
　更に、前記移動枠はL型又は矩形である。
【００１３】
　更に、前記移動枠に放熱孔が設置される。
【発明の効果】
【００１４】
本発明の組み木床板によると、メンテナンス及び解体し易く、環境保護によく、美観的で
、乗心地よく、熱伝導の効果に優れ、変形し難い特性を有するとともに、他の類型の床板
を敷設する際のセメントスクリードに必要な素材及び労働力を節約することができる
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の組み木床板の構成を示す構成図である。
【図２】本発明のパレットを有する長板の枠体の構成を示す構成図である。
【図３】本発明のパレットを有する短板の枠体の構成を示す構成図である。
【図４】本発明の板の構造を示す構成図である。
【図５】本発明の枠体を敷設した後の構造図である。
【符号の説明】
【００１６】
１　固定枠
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２　単位板
３　長板
４　短板
５　長短板横列
６　長板横列
７　パレット
８　枠体
９　平板
１０　矩形枠
１１　昇降ケーシング脚
１２　放熱孔
１３　接続棒
１４　三角ハイス鋼片
１５　移動枠
１６　第一枠体
１７　第二枠体
１８　第三枠体
１９　第四枠体
２０　第五枠体
２１　第六枠体
２２　第七枠体
２３　第八枠体
【発明を実施するための形態】
【００１７】
以下、本発明の実施例に関して、図面を参考して具体的に説明する。
図１～図５に示すように、本発明の組み木床板は、壁に固定された閉合された固定枠１を
含み、固定枠１内には幾つかの単位板２が設置され、前記単位板２は長板３と短板４に分
けられ、短板４の長さは長板３の長さの半分であり、長板３と短板４はともに枠体８と平
板９から構成され、隣接する枠体８同士には隙間があり、平板９は枠体８の頂部に固定さ
れ、平板９の上表面の面積は枠体８の上表面の面積より大きく、隣接する平板９は緊密に
密着され、枠体８は矩形枠１０及び昇降ケーシング脚１１から構成され、昇降ケーシング
脚１１は矩形枠１０の四角の底部に固定されることにより矩形枠１０の高さを調節する。
長板３と短板４の横方向に配列して長短板横列５を形成し、長短板横列５の両端は短板４
であり、長板３が短板４の間に設置され、長短板横列５の幅は長板３の幅と同じであり、
同一の行の長短板横列５の短板４の幅は長板３の幅と同じであり、２枚の長板３が横方向
に配列して長板横列６を形成し、長板横列６の幅は長板３の幅と同じであり、長板横列６
と長短板横列５は縦方向に交互に設置され、長短板横列５の長板３と長板横列６の長板３
は縦方向に交錯に設置される。長短板横列の短板４及び長板３の枠体の、縦方向に隣接す
る長板３の横方向の中間部分に対向する位置には、当該枠体８の周縁から突き出るととも
に、前記隣接する長板３の横方向の中間部分をサポートするパレット７が設置され、同一
の行の長短板横列５は一枚だけの長板３を有する時に、この長板３にはパレット７が設置
されない。長板横列６の長板３の枠体の、縦方向に隣接する長板３の横方向の中間部分に
対向する位置に、当該枠体８の周縁から突き出るとともに、前記隣接する長板３の横方向
の中間部分をサポートするパレット７が設置されることにより、単位板２の上表面が同一
の水平面になるように維持し、隣接する単位板２の負荷による下降を防止することができ
、且つ床板のメンテナンスや解体が必要な時に順番に沿って単位板２を取り出すことがで
きる。前記パレット７は矩形枠１０の底部に固定され、パレット７の長さは１０ｃｍ、幅
は４ｃｍ、高さは２ｃｍであり、ここで、矩形枠の底部周縁を突き出た長さは２．５ｃｍ
であり、相隣する二枚の単位板２は、何れか一方の単位板２のみが他方の単位板２のパレ
ット７によりサポートされるよう構成される。異なる敷設面積に対応するために、前記異
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なる行の長短板横列５の幅は異なってもよく、異なる行の長板横列６の長さは異なっても
よい。
【００１８】
　床板が床暖房の上に設置されている場合には、前記平板９に直径が３ｃｍである放熱孔
１２を設置する。
【００１９】
　前記長板３の枠体８の矩形枠１０の長さは１６０ｃｍ、幅は８０ｃｍである。
【００２０】
　前記短板４の枠体８の矩形枠１０の長さは８０ｃｍ、幅は８０ｃｍである。
【００２１】
　前記枠体８の矩形枠１０は、ハイス鋼の方形管が溶接して形成される。
【００２２】
　前記長板３の矩形枠１０の中部に１～２本の接続棒１３が設置されることにより、枠体
８の可搬重量を増加する。
【００２３】
　前記枠体８の矩形枠１０の四角に孔を有する三角ハイス鋼片１４を固定し、前記平板９
は三角ハイス鋼片１４の孔により枠体８に固定される。
【００２４】
　前記昇降ケーシング脚１１は、溶接により、矩形枠１０の四角底部に対称的に固定され
る。
【００２５】
　前記昇降ケーシング脚１１は、高さが１０ｃｍである昇降ボルトを用いる。
【００２６】
　前記固定枠１内には、L型の移動枠１５が設置され、移動枠１５は、壁に固定された木
板により固定枠１と板２間に固定される。
【００２７】
　床板が床暖房の上に設置される場合に、前記移動枠１５には直径が３ｃｍである放熱孔
１２が設置される。
【００２８】
　前記固定枠１、平板９及び移動枠１５ともに環境配慮からなる板を用いる。
【００２９】
　前記固定枠１、平板９及び移動枠１５ともにフィンガージョイントを用いる。
【００３０】
　以下、図面を参考しながら本発明の敷設過程を説明する。
図１～図５に示すように、床板を敷設する時に、まず、枠体８を敷設する。第一枠体１６
から第八枠体２３の順番により敷設する。ここで、第一、第二、第三、第四及び第六枠体
２１にはパレット７が設置され、敷設した後、枠体８のパレット７は全て隣接する枠体８
の中部をサポートして安定な一体を形成するようにし、最後に敷設した第八枠体２３にパ
レット７を設置しないことにより、取り付けと解体が便利になる。昇降ケーシング脚１１
の高さを調節することにより、枠体８の上表面が同一の水平面になり、平板９を枠体８に
固定して幅が１．８ｃｍである固定枠１を壁に固定し、最後にL型の移動枠１５を固定枠
１内に敷設することにより、固定枠１、移動枠１５、平板９が水平面を構成する。移動枠
１５の外側壁と固定枠１の内側壁の間には２～３ｍｍの隙間があり、移動枠１５の内側壁
と単位板２の外側壁は密着されている。
【００３１】
　若し、床板の解体、メンテナンスが必要な時は、移動枠１５を取り外してから、第八枠
体２３から第一枠体１６の順番に沿って解体する。単位板２に損傷がある場合には、損傷
された単位板２を替えれば、コストを節約し、操作が便利になる。
【００３２】
　若し、床板を床暖房の上に敷設する場合は、移動枠１５或は平板９に放熱孔１２を空け
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